


人) 

・2 階に上がり、2 階北側窓から飛び降りて避

難(1 人) 

・避難できず(2 人) 

〇シミュレーションでの避難行動 

 ・全員が避難していた。 

⚫ 出火時 2 階にいた 31 人(死者 11 人) 

〇実際の避難行動 

・2 階ベランダから飛び降りて避難(20 人) 

・避難できず(11 人) 

〇シミュレーションでの避難行動 

・全員が避難できていた。 

⚫ 出火時 3 階にいた 27 人(死者 20 人) 

〇実際の避難行動 

・2 階に降り、2 階ベランダから飛び降りて避

難(5 人) 

・2 階に降り、2 階北側窓から飛び降りて避難

(1 人) 

・3階の屋内階段から出て避難(1 人) 

・避難できず(20 人) 

〇シミュレーションでの避難行動 

 ・15 人が内階段付近で渋滞し避難できていなか

った。 

全体としては、15人が避難できておらず、20人

の誤差が生じていた(負傷者については不明)。 

 

4. 結論 

内階段踊り場の FEDは階高が上がるほど小さく

なっていた。しかし、螺旋階段の FED は逆に階

高が上がるほど大きくなっていた。一階のFEDは

30 秒で 2.75 と最も大きくなっていたが、避難で

きなかった人はいなかった。これは、実際の火災

とほとんど変わらなかった。2 階と 3 階について

は、避難できなかった人もいれば、避難できた人

もおり、まばらな結果になった。また、三階から

4 階、三階から 2 階の避難については人の渋滞が

起きてしまい、正確な情報を得ることができなか

った。今後の課題として FDS の避難動向の確認

などを行っていきたい。 

総合的にFED値を見ると、内階段(踊り場含む)

の方が螺旋階段のものと比べてはるかに大きくな

っていた。また、Excel ファイルの FED 値と手動

計算 FED 値の差異はほとんど見られなかったた

め、計算自体は整合性が取れていた。今回は一酸

化炭素の濃度のみを変化させていたが、今後は燃

焼速度を変化させ、燃料の設定をガソリンに近づ

けていこうと思う。火源の位置を螺旋階段付近と

内階段付近で調整したが、今後は延焼のように燃

え広がるような火源の設定を行い、それに伴う有

毒ガスの発生、温度の観測を行っていきたい。 
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